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*1cdmaOneは,CDMA

Deve10PmentG｢0UPの

登録商標である｡

*2Bluetoothは,スウェー

デンEricsson社の登銀

商標である｡

車両を取り巻く情報通信

環境のイメージ

路車間通信,車内通信とも

にさまざまな通信環境が整

い,多様なサービスが利用者

に提供される｡

lTS(仙elligen一丁ransponSystems)ではさまざまなサービスが考えられており,各サービスに適した情報･通信形態が提案

されている｡必要な情報を必要なときに簡単に入手したり,決済などの手続きを簡単に行いたいというニーズは高く,その通

信形態としては双方向の無線通信が必要となる｡さらに,運転者に快適なサービスを提供するためには,路車間通信とともに,

車両内で各機器間に情報を伝達する車内通信が必要となる｡路車間通信としては,インターネット端末と音声サービス端末と

の広域通信手段としての携帯電話や,ETC(自動料金収受)システムに代表される決済端末との狭域通信手段としてのDSRC

(DedicatedShortRangeCommunication)が注目されており,また,車内通信では,ケーブルレスで車内機器の相互接続を行

う"B山etooth”の利用が期待されている｡

日立製作所は,これまで,それぞれの通信規格策定や通信機器の開発を行ってきた｡今後は,lTSのシームレスな通信環境

の実現に向けて,各種通信媒体を融合した通信技術の開発とシステム構築に取り組んでいく｡

はじめに

21世紀の移動体通信の分野では,ETC(ElectronicToll

Collection:自動料金収受)システム糊の狭城通信方式で

あるDSRC(DedicatedShortRangeCommunication)や,

次仲代移動体通信,地上波ディジタル放送から端末間通

信の"Bluetooth''などさまざまなネットワークが登場して

きている｡自動車のユーザーからは,ネットワークがシ

ームレスにつながり,かつ目的に止こじて最適な通信が利

用できることが期待されている｡

この中で,携帯電話は現存最も普及している通信端末

であり,2000年に入ってもその需要は伸びつつある｡

DSRCはETCの運用開始とともに注目され,自動車に

装備される通信機旨諒としてその応用が期待されている｡

ユーザーに各種サービスを提供するための中内通信も

重要視されており,携帯電話とカーナビゲーション機音詩

などの車載機器どうしの接続手段として,``BltletOOth'◆

が汗日されている｡

ここでは,ITS分野での普及･利用(表1参J‾!てミ)が想定

される,広域通信としての｢携帯竜話+,狭域通信として
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表1汀Sで利用が期待される通信メディア

各通信メディアの特徴を生かしたシステム応用が期待される｡

項 目
路車間通信

車内通信
広域通信 狭域通信

伝送速度
64kビット/s

(cdmaOne)
1,024kビット/S 1Mビット/s

通信範囲 ～数十km ′-30m ～10m
ク J

′-100km/h ～180km/h 歩行､夕

周波数帯 2GHz 5.8GHz 2.4GHz

の``DSRC'',および車内通信としての"Bluetooth”の概要

と今後の展開について述べる｡

路車間通信

2.1携帯電話

2.1.1携帯電話の特徴

(1)広い通信範囲:数キロメートルから数十キロメート

ル間隔で配置された基地局と携帯電話を無線回線でつな

ぎ,移動中は接続先基地局を切り替えることにより,と

ぎれずに広範囲で通信することができる｡

(2)音声による情報提供:表示装置に頼らず,音声によ

って情報を提供,人力できるので,運転者に負荷をかけ

ずに利用できる｡

(3)インターネット接続:WAP(Wireless Application

Protocol)などのインターネット接続機能を装備した電話

機が登場し,さらに多様な情報の入手が可能になりつつ

ある｡

2.1.2 データ通信の高速化

携帯電話の利用形態が,これまでの音声主体からメー

ルやインターネットといったデータ通信へと移行し,伝

送速度の重要性が高まっている｡この要求にこたえるた

め,日立製作所は,CdmaOne方式の携帯電話機を開発,

製品化している｡これまで,携帯電話でのインターネッ

ト利用を実現するWAPをわが国で初めて搭載した

"C201H”や,携帯電話で世界最速の64kビット/sパケッ

ト通信に対応した``C302H”,多彩な表現が特徴のカラー

液晶ディスプレイを搭載した"C309H''を販売している

(図1参照)｡

現在主流の携帯電話は第2世代の通信と呼ばれており,

国や地域ごとに異なる方式を採用している｡CdmaOneは

この一方式であり,固定ディジタル回線並みの64kビッ

ト/sの伝送速度を実現している(図2参照)｡また,以‾F

のような次世代と共通の基本技術を用いており,移動環

境に適している｡
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図1 cdmaOne携帯電話機
"c309H''の外観と主な仕様

連続通話時間は約170mれ

連続待ち受け時間は約190h,

質量は約89g,概略寸法は高さ

130×奥行き19×幅46(mm)で
ある｡
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2,048kビソト/S(屋内)

384kビソト/S(歩行)

144kビソト/S(車載)ご

第2世性....糾kビソト/占

9.6kビソト/S

GSM PDC

CdmaOne

lMT-2000

1990 2000

西暦年

注:略語説明IMT-2000=nternationalMobileTelecommunications-2000)

GSM(G】obalSystemforMobj始Communications)

PDC(PersonalDigjtalCe‖山arPhone)

図2 携帯電話の通信速度動向

移動中でもさらに高速なデータ通信が可能となる第3世代携帯

電話の導入が間近に迫っている｡

(1)同時に二つの電波を受信,合成する技術により,通

信切断の発牛を抑え,安定した接続を実現できる｡

(2)同一周波数で同時に複数の基地局と通信する技術に

より,移動中でも通信がとぎれにくい｡

2.1,3 携帯電話の汀Sへの応用と将来の展望

携帯電話のITSへの応用例を図3に示す｡情報提供サ

ービスのオペレ一夕が,音声通読で利用者の要求を確認

し,必要な情報を利用者の車載機器に送信する｡携帯電

話を利用することによって情報に関連する店舗などに直

接電話で連絡することも可能で,利便性が高い｡将来

は,音声認識･音声合成技術によるシステムの自動化や

サービス内容の多様化,高速通信を生かした音楽･地図

配信サービスなどへの応用が期待されている｡〕

2.2 DSRC

2.2.1DSRCの概要と特徴

DSRCはITSの路車間通信アプリケーション用に開発

された通信方式であり,ⅤICS(VehicleInformation
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図3 携帯電話の利用例

携帯電話を音声･データの入出力装置として利用することによ

り,利便性が大きく向上する｡

and Communication System),ETCの路車間通信に適

川されている｡通信は,道路上に設置した路側機と車両

内に設置した車載器との間で行う｡一つの路側機が通信

できる通信範幽は比較的狭く(3～30m),決損などへの

使川に適した通信‾〟式と言える｡)DSRCは図4に示すよう

な通信経路で情報を車両に伝送する｡

DSRCの二i三な特徴は以下のとおりである｡

(1)伝送速度:1,024kビット/s

高い伝送容量によって高速走行時にも通信が可能であ

り,大容量データを扱う今後のサービス展開にも対応で

きる｡

(2)通信方式:アクティブ方式(トランシーバ〟式)

路側機と車載器それぞれが発信器を持つ通信方式をと

っており,ともに小さい送信電力で送信できる｡)このた

め,同一周波数の機器を比較的近くで他用することが可

能となり,周波数を有効利用できる｡

電子決漬情報

DSRC

路側ネットワーク

交通情報

公衆回線網

DSRC

天気情報

図4 ネットワークでのDSRCの位置づけ

DSRCでは,道路に設置された路側機と車両に設置された車載

器の問で情報を送受信する｡
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図5 DSRCの通信プロトコル

1スロットに1車両を割り当てることにより.複数車両との同時

通信を可能としている｡

(3)アクセス方式:アダプティブスロテッドアロハ方式

複数のスロットを持ったフレーム単位で,時分割に通信

を行う｡1スロットに車両1台を割り当てるので,限られた

ゾーン内で複数の車両と通信することができる(図5参照)｡

口立製作所は,_L記の特徴を持ったDSRCの開発,規

格化に員献しており,ETCの路側機と車載器を製品化し

ている｡)さらに,DSRCの矧祭標準化にも積極的に参加

している｡

2.2-2 DSRCの展開

アクティブ方式を川いたDSRCでは高速伝送が吋能で

あり,IP(Internet Protocol)接続を含めた多様なアプリ

ケーションへの展開が考えられている｡特に,小ゾーン

で高速通†言を行う特徴を生かした決済系アプリケーショ

ンへの展開が期待されており,今後,多彩な決済場面で

導入されていくものと考える(図6参照)｡

Btuetoothの概要

車両に送られてきた情報を車内でシームレスに利用す

るためには,中内での通信も重要である｡

携帯電話とカー ナビゲーション システムや,その他

の車載機器どうしの通信手段としてBluetoothが注目さ

れている｡全件界で無線免許が不要な2.4GHz帯のISM

(Industrial,Scientific,Medical)バンドを利用し,周波

数拡散才支術の適用により,他の機器への十渉が抑えられ

るなどの特徴を持つ(表2参照)｡音声通信が可能な点や,

遮へい物があっても通信できるなど,中内での通信手段

に適している｡口‾i工製作所は,この適用製品の開発を進

めている｡

機器間を無線通信で結ぶBluet()()thは,ケーブルの置

き換え以外にもさまざまな利川形態への展開が期待され
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駐車場での利用
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ドライブスルーでの利用

曳▲

図6 DSRCを利用したアプリケーション展開例

ガソリンスタンドやドライブスルー,駐車場などでのDSRCに

よるキャッシュレス決済への展開も今後の重要なアプリケーショ

ンである｡

表2 B山etoothの仕様

近距離通信に特化することにより,システムの低コスト化を可

能とする｡

B山etooth lEEE802.11

用途 機器間近距離通信 無線LAN

音声回線 3 規定なし

機器接続数 7 規定なし

無線周波数 2.4GHz帯 同左

周波数拡散方式 周波数ホッピング 同左

伝送速度
1Mビット/S 1Mビット/S/

(実効721kビット/s) 2Mビット/S

送信電力 標準1mW 1mW～1W

受信感度 -70dBm(夢10‾3BER
-80dBm@10‾5BER

(1Mビットノs)

注:略言吾説明 BER(BitErrorRate)

ている｡例えば,Bluetoothを通信手段として携帯電話

を車内に持ち込むだけでナビゲーションシステムと接続

できたり,オーディオ機器やエアコンの操作を運転者が

音声で行うことも吋能になる(図7参照)｡

おわりに

ここでは,ITS分野での普及･利用が想定される,広

域無線通信としての｢携帯電話+,狭域通信としての

●●DSRC”,および車内無線通信としての``Bluetooth''の3

メディアの特徴と今後の展開について述べた｡

今後はインターネットアクセスを中心に,情報提供シ

ステムや日動決済システム,各種予約システムなどによ

る多様なサービスが自動車内で提供され,いっそうの高

度情報化の進展が予想される｡
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図7 車内でのB山etooth応用例

配線の煩わしさから解放され,新たな利用形態が創造される｡

日立製作所は,これまで培った多様な通信技術を生か

し,ユーザーに快適なITSサービスを提供するために,

安全でシームレスな通信環境の開発に努めていく考えで

ある｡
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